
観光経営学特講Ⅰ
　　選択　　2単位

小沢　健市

1. 授業の概要（ねらい）
　この講義は，演習同様に，受講生に観光における戦略について理論的により詳細にかつ深くりかいさせることが「ねら
い」である．特に，この特講では経済学における戦略の考え方や理論モデルについて詳細に学び，特に経済学でいう「戦
略」とは何か，そして戦略理論の基礎を学ぶことによって，受講生がこれまで漠然と考えていた戦略は，実は「戦略」とは言
えない内容の代物であったことに気が付くであろう．

2. 授業の到達目標
　「戦略」を経済学ではどう捉え，それをどうモデル化（理論化）しようとしているのかを受講生正確かつ深く理解させること
がこの講義の達成目標である．重要な基礎概念や基礎理論を完全に理解しておくことは，受講生の観光研究にとって有益
であると考えられる．

3. 成績評価の方法および基準
　中間でのリポートと期末のリポートの2点によって評価する．それら2点のリポートのウエイトはそれぞれ50％である．

4. 教科書・参考文献
教科書
教科書は利用しないが，毎回プリントを受講生に配布する．
参考文献
浅羽茂・入山章栄・内田和成・根来龍之　著　ビジネスマンの基礎知識としてのMBA入門２　日経BP社

5. 準備学修の内容
　必ず予習・復習をそれぞれ1時間程度は励行することが必要．しかし予習・復習に当たっては、重要な事項や概念そして
理論並びに事例をノート等に簡潔にまとめておくことが必要．

6. その他履修上の注意事項
　戦略に関する書籍，それも入門的な書物を最低1冊は精読することが必要．例えば，参考書として挙げた書物の関連する
章を精読することが必要．

7. 授業内容
【第１回】 　この講義のオリエンテーションと半期の講義内容の詳細な説明
【第２回】 　戦略とは何かを説明する：戦略につての種々の考え方の紹介とそれに対する批判
【第３回】 　民間企業の戦略と戦略手段とは
【第４回】 　戦略手段としての価格：企業の重要な戦略の一つは価格である
【第５回】 　戦略手段としての供給量：企業のもう一つの重要な戦略手段は生産量である
【第６回】 　企業（売手）と消費者（買手）の市場での取引：市場では価格と取引量が決まる
【第７回】 　競争市場での需要と供給に基づく価格と取引量の決定：数値例を用いた計算例
【第８回】 　企業は常に競争市場で取引しているのではない：観光関連企業の中には独占企業も存在する：中間リポートの

課題の発表
【第９回】 　観光関連企業が直面する市場は寡占的であるケースも多い：寡占企業の利潤最大化条件は
【第10回】 　寡占の特殊ケースとして複占市場における生産量を戦略手段とした経済モデル・クールノー・モデルの説明
【第11回】 　複占市場における価格を戦略手段としたモデルの説明：ベルトラン・モデルの説明
【第12回】 　観光関連企業は「広告」を戦略手段として利用する：広告の効果の測定
【第13回】 　観光関連企業においては製品差別化もまた重要な戦略手段である
【第14回】 　製品差別化は垂直的差別化と水平的差別化に分けられる
【第15回】 　この講義のまとめとレポート課題の提示とレポートの課題の内容の解説


